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(G , M) は，有理係数コホモロジ一環が 4 元数 n 次元射影空間のそれと同型であるような単連結
4 n 次元コンパクト可微分多様体M と，その上に余次元 1 の軌道をもつように可微分作貯ずる連結な
コンパクトリィ群Gの対とする。このような対 (G ， M) を本質的に同型な類に類別することを試み
て，次の結果を得た。
定理 対 (G ， M) は次のいずれかに本質的に同型である。ここに， Mの次元は4n とする。
(G, Pn(H)) , n孟 1.
G=Sp(n) , Sp(n)XU (1) , または Sp (n) X Sp (l ). 
(Sp (nl + 1)X Sp (n2 十 1) ， Pn (H)) , n= nl+ n2+ 1, nl' n2> O. 
(U (n十 1) ， Pn(H)) , n 註1.
( S U (n+ 1 ) , Pn ( H) ) , n孟 2.
(SU(3) , G2/SO(4)) (dimM=8 のとき). 
(SO (3) , S4) (dim M= 4 のとき) . 
ただし， SO (3) はその 5 次元既約実表現を通じて S4 に作用する。また， H は 4 ;ê数体を示す o
M が k 次元ホモトピー球面で， k が 4 と異なる偶数であるかまたは33以上の奇数であるとき，対
(G , M) の分類は H. C. Wang によって行われた。また， Mが単連結2k次元可微分多様体でその有
理係数コホモロジ一環が複素 k 次元射影空間のそれと同型であるとき，対 (G ， M) の分類は内田伏
ーによって完成されている。




ることが示され，最後に， (G ， M) は定理にあげられた対のどれかに本質的に同型になることが証明
される。
定理で n=l の場合 すなわち Mが 4 次元多様体のときは，基本群についての煩雑な計算を要する
が，得られた結果は Wangの仕事に欠けている k=4 の場合を補なうものである。
論文の審査結果の要旨
多様体Mに対し， リ一群G が変換群として作用しているという状況は，数学において非常によく見
られ，これを研究することは幾何学における重要な課題の一つである。 Mの任意 2 点 p ， q に対し， p 












とされている。このよ 7 に得られた結果ならびにその方法は 変換群の研究において非常に興味深い
ものである。
以上のように，本論文は，得られた結果とその方法ともにリ一変換群の理論の発展に寄与するとこ
ろ大きく，学位論文として十分価値あるものと認められる。
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